
した。

他の道路交通繊!測に比較して，無軌条m車の優劣をみると概

略つぎのようである。

l 路面電車(市街電車)との比較 まさる点としては (1)

軌条を必嬰としないから建設費が安い (2) 泊路の整備状態の

可否にもよるが， ー紋的に祭心地がよい (3) 騒音が少ない

(4) 特別の来降設備を必要とせず，来降客は歩道から自由に乗

降できる (5) 事故があっても，車両が軌条に拘束されないの

で車両巡行の停滞を生じない (6) 建設政 ・ 保守政が比較的安

いので，輸送需要が少ない所にも使用できる。

劣っている点としては (1) 車両が路間砲事に比較して小型

なので，一時に大量輸送ができない。しかしこの欠点に対して

は， トレラ ーや，大形車両の使用が研究されているから， 改善

の余地があると思われる (2) パスのように耶両の一端のみに

迎!Iii;室があるので， 折返し地点には特殊の架線設備(電車線)を

必裂とする (3) 構造が複雑である。

2 パスとの比較 まさる点としては ( 1 ) パスのエンジン

から発する騒音がないので乗心地がよい (2) わが国において

比較的並並区な電気を動力とするから， 動力源の心配が少ない

(3) 火災の心配がない (4) 慈具を発しない。劣っ ている点と

しては (1) 架線に制約されるので巡転の自由が制限される

(2) 変電所・架線な どを必要とするから建設費が高〈っしー」

無軌条電車の車問。無軌条電車運転規JIlJ. 無軌条電車建設規貝IJ。
(岡田捻)

むきじようてんし 々 うんてんきそく 無軌条電車運転規則

1刺仇条電車の迩転取扱方法と運転に関係ある路設備の保守に

ついて定めた規則。無軌条電車の輪送を安全・正確 ・ 迅速に行

うことを目的とするものである。

昭和 7 ・ 4 わが国最初の無軌条電車が京都市に敷設されたが，

当時は急速に普及 ・ 発達しなかったので，その巡転取扱方法お

よび巡転に関係のある諸設備の保守については，軌道の運転取

扱を規律する軌道運転信号保安規程を準用していた。昭和 25 年

ごろから漸次-tt-及し， すべての無軌条電車の巡転を，市街電車

のようなレールのあるものと同ーの規定で規律することは，そ

の特lII.性からみても不合理となったので，軌道法(大正 10 年法

律第 76 号)第 14 ・ 31 条の規定にもとづいて，その委任命令とし

て昭和 25 ・ 12 ・ 5 巡輸省令第 92 号でこの規則を公布し即日施行

された。

無軌条電111は専用道によって運転する場合のほかは，すべて

一般交通信韓関の走行する道路に電車線を架設し，これから動力

源としての電気を取って運転するものであるから，その巡転に

あたっては，道路法(昭和 27 年法律第 180 号)およびその委任

命令で定められる道路僚議または同法で規定している道路管理

者の行う交通制限にしたがわなければならない。また道路交通

取締法(日百和 22 年法律第 130 号)およびその妥任命令に定めら

れている替祭官の行う手信号にしたがう義務，あるいは消防自

動車，救急車等の緊急自動車が接近した場合の巡転方法等一般

交通に対する祭止 ・制限については，おのおのその法規の定め

るところによらなければならなし、。その他無軌条電車の運転取

扱および巡転に関係する諸設備の保守については，すべてこの

規)'11 ]の定めるところによることになっている。規則の内容はつ

ぎのとおりである。

l 総則

無軌条電車の運転は前記のように他の法規で定めているもの

のほかは， すべてこの規則の定めるところによらなければなら

ないこ と，および無軌条電車の係長は無軌条電車を安全に迷転

むきじ k うて

するために必援な知識技能を保有していて，この知識技能と運

転に関係のある緒設備を総合活用して， 安全確保に努めなけれ

ばならないことを規定している。

2 施設および車両

主l!î廷に関係のある t布施設，たとえば専用道，電車線の梨線，

車両等のfII1.造の基準は，無軌条電車建設規HlJ (IlH和 25 年五l!紛省

建設省令第 1 号)によって定められているが，このJ;i:において

は建設されたこれらの施設および車両の検査の方法と，そのJ~I

限ならびに整備の基準について規定している。

3 巡転

(1) 通則 J11丙は信号の表示にしたがって運転しなければな

らないこと， II1 jillH主連結して運転しではならないこと，または

車両のß!t載制限等車両を運転する場合の総括的1禁止事項を規定

している (2) 迎行車両は左側ìll!転すること， 長い区間退行

しではならないこと等車問の五l!1=rについて規定している (3) 

速度 111両を巡転する協合の速度は昼間毎1時 40km 以下，夜間

は毎日寺 35km 以下としているほか，車両を巡行する上の速度制

限を規定している (4) 信号 原則として黄色の矢印灯で表示

すること，および表示が不正確である樋合の取扱について規定

している ( 5) 合図 方向指示後の合図， 出発合図， 袋告合図

等の合図をしなければならないこ と，前照灯，尾灯および制tl ilVJ

灯の点灯およびその取扱について規定している。

4 この規則のうち，とくに指定した規定の条項について，

とくに必要がある湯合においては，運輸大臣の許可をうけて，

この規則lの定めるところによらず，特別なI反放をし得ることと

している。またこの規則に規定された事項を実施するにあたっ

ては，細部にわたる1荻きめが必要であるから，これについては

各事業者がこの規則の趣旨にもとづいて制11日IJを定め，災施前に

所管陸連局長に届 111 ることを規定 している。(消7.k隆成)

むきじ よ うてんし 伊 けんせつきそく 無軌条電車建設規則

無軌条111111の線路 ・ 建造物および車両の構造の基準を示した規

則で，軌道法を準用して同法第 14 条の規定にもと づいて， IlH 
和 25 年連総 ・建設省令書n 号をもって制定されたものである。

無軌条電車は昭和 7 年京都市電で営業を開始したのがわが国最

初のものであるが，この規則制定以前は昭和 2 年内務省土木局

長より各地方長官に対する L無軌条電車速紛営業の{牛1 という

通ちょう，同 4 年鉄道省監督局長より各地方長官に対するし自

動車専用道路および無軌条電車の所轄に関する件1 という通ち

ょうにより処理されていた。

内 容この規則は 6]主 60 条よりなり ， 第 2 章で無軌条電

車の線路を建設しうる道路，橋梁，停留場，専用道路等のf{~造

を定め(第 3-11 条un3 章で電柱の位置，電車柱，電車線等の

鱗造を定め (tP; 12-30 条)，第 4 :1立で電源設備には予備設備を設

けなければならないこと，設けるべき保安設備，消火設備，必

要な接地等を定め(第 31-34 条)，第 5 章で車両の将軍造，寸法，

性能等を定め(第 35-57 条) ，第 6 章では通信設備を設けるべき

箇所，車両の収容設備および修繕設備の必要，特別設計の必要

のある場合は運輸大臣・建設大臣の許可を受けて，特別の設計

ができること等を定めてある(第 58-60 条)。

この建設規則が鉄道・軌道の建設規程とlII.なるおもな点は

( 1 ) 鉄道 ・ 軌道の建設規程が線路施設に重点をおいているのに

対して， この建設規則は第 3 主主の電車線路と第 5 章の車両とが

主要部である点 (2) 111両については鉄道 ・ 軌道の建設規程よ

りはむしろ道路迎送車両の保安基準に近いものである点 (3) 

線路については鉄道 ・ 軌道の建設規程は新たに線路を作り，そ

れを保守してゆくための規準であるのに反し， この建設規則は

一一 1681 一一一




